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第44回例会 №405月22日㈮

　皆さんこんにちは。本年度第 44 回例会です。
　このところすっかりいい天候になってきました
ね。梅雨に入るまではさわやかな季節です。
　さて来週は御存知と思いますが英語例会です。
　高田ロータリークラブ初の試みですが、さあど
うしましょうか？
　あれこれ考えるとおちおちしておられませんの
できょうはこれで終わります。
　ゆっくりとお食事を召し上がって下さい。そし
て御歓談下さい。
　本日の講話は会員の斉藤光雄さんのお嬢様で長
野県立こども病院の看護師の室　亜衣さんです。
よろしくお願いします。

出席率　100％

大谷光夫君（５/13 ㈬新井 RCガバナー補佐公式
訪問）
齋藤尚明君・大谷光夫君（５/16 ㈯佐渡南 RC創

立 40 周年式典）
大島精次君・東山昕也君・大谷光夫君・齋藤尚明君・
牧野章一君・羽深耕時君・福田　聖君・栗田修行君・
三井慶昭君・髙橋俊宣君・藤林陽三君・堀井靖功
君・石倉　悟君・髙坂光一君・水上喜芳君・箕輪
賢一君・新井徳幸君・伴　長門君（５/17 ㈰越後
春日山RC創立 20 周年式典）

出席ニコニコBOX委員会
　佐�藤信明君―「第 16 回お花とお茶と木のか
ほり」おかげ様で無事終了しました。ありが
とうございました。

国際奉仕委員会―５/29 英語例会について
職�業奉仕委員会―６/５移動例会（あすとぴあ）
のご案内

クラブ奉仕Ａ―５/26新理事委員長会議について

遠藤　巌君―ゴルフ同好会発足のご案内

配布物：週報№ 39

会長挨拶会長挨拶 齋藤　尚明齋藤　尚明

出 席 報 告

メイクアップ

委 員 会 報 告

会員インフォメーション

幹 事 報 告

〈小児総合医療施設〉
　小児総合医療施設とは、小児・青
年の高度で包括的な医療を目的とし
て設立され、その設立の目的にした

がって運営される施設のことである。
　小児総合医療施設には設備などの備えるべき条

件や基準があり、小児関連病床数が、100 床以上
設置されていることや　100 床当り、医師が 20
名以上配置されていること、看護師配置が、小児
関連病床数に対して原則として１以下であること
などと決まっている。
　小児総合医療施設は全国に 31 施設あり、関東・

長野県立こども病院・周産期医療センターに関して
長野県立こども病院　看護師　室　亜衣 様

講 話
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関西圏や太平洋側に多くみられるが、新潟には設
置されていないのが現状である。
〈長野県立こども病院の概要〉
　長野県立こども病院開院は 1995 年５月、次い
で 2000 年９月に総合周産期母子医療センター開
設された。病床数 180 床　医師 108 名　看護師・
助産師 289 名　医療技術職 68 名から構成されて
います。
　診療部は総合小児科、血液腫瘍科、新生児科、
循環器小児科などから 19 の診療部で構成されて
いる。
　病棟は１病棟（血液腫瘍科、総合小児科など）
２病棟（在宅支援病床など）３病棟（産科）４病
棟（循環器科、脳外科）、５病棟（小児外科など）、
新生児病棟（NICU・GCU）で構成されている。
　当院こどもを支えるために医療職だけではな
く、それ以外の多くの方々も病院を支えているの
である。
〈新生児病棟概要〉
　合計特殊出生率は下がっているが、低出生体重
児の出生状況は年々増加傾向にある。低出生体重
児が増加するということは、産科病棟のみならず
新生児を診られる小児科・新生児医療の整備が重
要となってくるのである。
　十年間における乳児・新生児死亡率が長野県は
新生児・乳児死亡率両者とも日本ではトップの成

績となっている。
　当院は長野県唯
一の総合周産期
医療センターで
あり、新生児病
棟 は NICU�24 床　
GCU�18 床、医師
12 人　看護師 64
名から構成されて
いる。
　対象患児の特徴として在胎週数 22 週以上の児、
早産児・低出生体重児や先天性心疾患、外科疾患
などのハイリスク児や、日齢 28 未満または体重
3000g 未満の児である。
　NICUの基準として専任の医師が常時勤務して
いること、患者３人に看護師１人が常時勤務して
いることなどいくつか決められている。
　当院では新生児専用の救急車があり、24 時間
365 日出動できる体制となっており、平均年間
250 件前後出動している。

〈引用文献〉
　日本小児総合医療施設協議会 HP　http://
www.jachri.jp/
　長野県立こども病院HP　http://nagano-child.jp/

～５/10地区研修・協議会報告～

小林　元君（次期青少年奉仕委員長）
　地区研修会では下記の事項について
報告等がありました。ローターアクト
については例年通りの事業を予定して

いるが、特に全国大会への参加を促したいので所
属クラブで予算等の措置をお願いしたい事とアク
ターの会員増強にも協力して欲しいとの事。イン
ターアクト及びライラ研修については例年通りの
事業を予定しているので積極的は参加をお願いし
たいとの事。

斉藤光雄君（次期米山奨学委員長）
　米山奨学セッションの参加者は約
45 名で、うち 1/3 位の方が初めての
参加者で少しほっとしましました。

１．米山事業の紹介
①�勉学、研究を志して日本に在留している外国人
留学生に対し、日本全国のロータリアンの寄付
金を財源として、奨学金（10 万円）を支給し
支援する民間の団体
②�設立当初は日本独自の事業であったが、その後
国際的に認められ、2016 年ソウル大会では米
山奨学のブースが設けられることとなった。
③反日国からの留学生をなぜ支援するのか
　��国家間の問題を個人に置きかえず、むしろ様々

な摩擦があるからこそ、両国の架け橋となり「平
和日本」を世界に伝え、国際親善に寄与するこ
ととともに理解者、友人を増やすことが大切で
あると考えている。

２．寄付増進について
① �2560 地区目標額　２万円 /人　目標額達成に
向け、増進活動の推進。

② �2015 年３月現在　2560 地区　個人寄付順位は
全国 11 位

３．米山奨学生の選考について
① ��2015 年度　新規奨学生 12 名　計測奨学生９名　　
計 21 名

②�国籍内訳　中国６名、韓国・マレーシア各３名、
モンゴル・メキシコ各２名、その他国５名

③�中国人奨学生が多いのは、日本で学ぶ就学生の
うち 60％が中国籍であることが影響している。
また 2014 学年奨学生 724 人のうち 41％が中国
人で国籍別で最も多くなっている。

④�選考について選考委員会では、人物面・学業面
での優秀性を重視しつつ、１ヵ国に偏らないよ
うに努力している。

羽深元悟君（次期ロータリー財団委員
長代理）
　ロータリー財団の使命を再認識し、
ロータリアンが健康状態を改善し、教

育への支援を高め貧困を救済することを通じて世
界理解、親善、平和を達成できるようにすること。
寄付の目標は　150 ドル /人（ポリオを含めて）

クラブフォーラム その２


